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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のパケットサービスは行なわれるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバ
ーサル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅ
ｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）セル
（１６）においてユーザ機器（１２）が動作する場合に前記ユーザ機器（１２）のための
音声サービス要求を識別し、
　Ｇｓ系インタフェース（２６）のサポートを認識し、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が回線交換型セル（１４）に到達し
た後に前記回線交換型セル（１４）の回線交換ドメインにおいて前記音声サービスが確立
されうるように、前記音声サービス要求に応じて、および、前記Ｇｓ系インタフェース（
２６）のサポートの前記認識に応じて、前記ユーザ機器（１２）を前記回線交換型セル（
１４）へとハンドオーバさせる、
構成により特徴付けられる、モビリティ管理エンティティ（１５）。
【請求項２】
　前記ユーザ機器（１２）のための前記音声サービス要求を含む呼び出し要求が、前記Ｇ
ｓ系インタフェース（２６）を通じて前記モビリティ管理エンティティ（１５）によって
受信される、請求項１に記載のモビリティ管理エンティティ（１５）。
【請求項３】
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　さらに、前記Ｇｓ系インタフェース（２６）を通じた前記呼び出し要求の受信に応じて
前記ハンドオーバを行なう発展型パケットコアネットワーク（１８）により特徴付けられ
る、請求項２に記載のモビリティ管理エンティティ（１５）。
【請求項４】
　さらに、発展型パケットコアネットワーク（１８）によりサポートされるモビリティ管
理の手続きに基づくトラッキングエリアに応じて、前記Ｇｓ系インタフェース（２６）を
通じて回線交換位置更新の手続きを行なうように構成される前記発展型パケットコアネッ
トワークにより特徴付けられる、請求項１に記載のモビリティ管理エンティティ（１５）
。
【請求項５】
　さらに、複数の回線交換セルを含むロケーションエリアへと、発展型パケットコアのト
ラッキングエリアをマッピングするように構成される前記発展型パケットコア（１８）に
より特徴付けられる、請求項１に記載のモビリティ管理エンティティ（１５）。
【請求項６】
　前記モビリティ管理エンティティ（１５）は、移動交換局（２２）への前記Ｇｓ系イン
タフェース（２６）をサポートする、請求項１に記載のモビリティ管理エンティティ（１
５）。
【請求項７】
　ユーザ機器（１２）であって、
１つ以上のパケットサービスが行われるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバーサ
ル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セル（１６）にお
いて前記ユーザ機器（１２）が動作する場合に、
　前記ｅＵＴＲＡＮセル（１６）から回線交換型セル（１４）へのハンドオーバについて
のハンドオーバ命令を受信し、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が前記回線交換型セルに到達した後
に前記回線交換型セル（１４）との回線交換呼確立の手続きを行なう、
構成により特徴付けられる、ユーザ機器（１２）。
【請求項８】
　移動通信装置（１２）についての音声サービス要求に応じて前記ハンドオーバを受信す
る、請求項７に記載のユーザ機器（１２）。
【請求項９】
　前記構成は、前記ハンドオーバを受信し、パケット交換型セル（１６）による良好なカ
バレージにも依らず前記ハンドオーバ手続きを行なう、請求項７に記載のユーザ機器（１
２）。
【請求項１０】
　前記構成は、望ましいＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル（１４）へのハンドオーバを示す測
定報告を自動的に送信する、請求項７に記載のユーザ機器（１２）。
【請求項１１】
　１つ以上のパケットサービスが行われるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバー
サル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セル（１６）に
おいてユーザ機器（１２）が動作する場合に、前記ユーザ機器（１２）に関するハンドオ
ーバ命令を承認し、前記ユーザ機器についての測定報告を獲得する構成を含むｅＮｏｄｅ
Ｂ（３３）であって、
　前記構成は、
　前記ユーザ機器（１２）を前記測定報告において示される回線交換型セル（１４）へと
ハンドオーバさせる手段により特徴付けられ、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が前記回線交換型セル（１４）に到
達した後に前記回線交換型セル（１４）の回線交換ドメインにおいて前記音声サービスが
確立されうるように、前記ハンドオーバ命令が前記ユーザ機器（１２）による音声サービ
ス要求に応じて承認される、
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ｅＮｏｄｅＢ（３３）。
【請求項１２】
　前記ｅＮｏｄｅＢ（３３）は、前記ユーザ機器（１２）の良好なカバレージにも依らず
、前記ｅＮｏｄｅＢ（３３）から前記ハンドオーバ手続きを行なう、請求項１１に記載の
ｅＮｏｄｅＢ（３３）。
【請求項１３】
　前記ｅＮｏｄｅＢ（３３）は、前記ユーザ機器（１２）から前記測定報告を獲得する、
請求項１１に記載のｅＮｏｄｅＢ（３３）。
【請求項１４】
　前記ｅＮｏｄｅＢ（３３）は、回線交換ドメイン内のモバイル発信音声サービスの確立
要求を直接的に受信する、請求項１１に記載のｅＮｏｄｅＢ（３３）。
【請求項１５】
　１つ以上のパケットサービスが行われるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバー
サル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セル（１６）に
おいてユーザ機器（１２）が動作する場合に、前記ユーザ機器（１２）が音声サービスを
確立する方法であって、
　前記方法は、
　前記ｅＵＴＲＡＮセル（１６）から回線交換型セル（１４）へのハンドオーバのための
ハンドオーバ命令を受信する工程と、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が前記回線交換型セル（１４）に到
達した後に前記回線交換型セル（１４）との回線交換呼確立の手続きを行なう工程と、
により特徴付けられる、方法。
【請求項１６】
　さらに音声サービス要求を発生させる工程（１０１）により特徴付けられ、前記ハンド
オーバ命令は、前記音声サービス要求の発生に応じて受信される、請求項１５に記載の方
法。
【請求項１７】
　さらに、測定報告を生成し、パケット交換型セル（１４）へと前記測定報告を送信する
工程により特徴付けられる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　１つ以上のパケットサービスが行われるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバー
サル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セル（１６）の
パケット交換ドメインで動作するユーザ機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）（
１２）に対して音声サービスを提供する方法であって、
　前記方法は、
　音声サービス要求を発生させる工程（１０１）と、
　回線交換型セルを決定する工程（１０２）と、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が前記回線交換型セルに到達した後
に、前記発生工程および前記決定工程に基づいて、前記ＵＥ（１２）と、回線交換ドメイ
ン内の前記回線交換型セル（１４）との間の音声サービスを確立する工程（１０３）と、
を含む、方法。
【請求項１９】
　さらに前記ｅＵＴＲＡＮセル（１６）から移動交換局（２２）へのＧｓ系インタフェー
ス（２６）の存在を識別する工程により特徴付けられる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　さらに、前記Ｇｓ系インタフェース（２６）の存在の識別に応じて、前記パケット交換
ドメイン（１６）から前記回線交換ドメイン（１４）への前記ユーザ機器（１２）のハン
ドオーバを開始する工程により特徴付けられる、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　さらに、前記ｅＵＴＲＡＮセル（１６）のｅＮｏｄｅＢ（３３）内で制御プレーンメッ



(4) JP 5260642 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

セージを生成する工程と、前記制御プレーンメッセージを前記ＵＥ（１２）へと送信する
工程とにより特徴付けられる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記制御プレーンメッセージは、回線交換ドメイン音声サービス要求を示す、請求項２
１に記載の方法。
【請求項２３】
　さらに、１つ以上のパケット交換サービスを停止する工程により特徴付けられる、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　さらに、回線交換コアネットワークのロケーションエリアへと、発展型パケットコアネ
ットワークのトラッキングエリアをマッピングする工程により特徴付けられる、請求項１
８に記載の方法。
【請求項２５】
　複数の回線交換型セル（１４）と、
　複数の発展型ユニバーサル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴ
ＲＡＮ）セル（１６）を含む発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃ
ｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）と、
を含むネットワークであって、
　ハンドオーバ手続きの間にユーザ機器（１２）が回線交換型（１４）セルに到達した後
に前記回線交換型セル（１４）の回線交換ドメインにおいて音声サービスが確立されうる
ように、前記ＵＥ（１２）についての音声サービス要求に応じて、１つ以上のパケットサ
ービスは行われるが進行中の音声サービスは無い少なくとも１つの前記ｅＵＴＲＡＮセル
（１６）内で動作するユーザ機器（ＵＥ）（１２）を、前記複数の回線交換型セル（１４
）のうちの少なくとも１つにハンドオーバさせる少なくとも１つの発展型パケットコア（
ＥＰＣ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）（１８）により特徴付けられる、ネ
ットワーク。
【請求項２６】
　前記ＥＰＣ（１８）がモビリティ管理エンティティ（１５）を含み、
　前記ネットワークはさらに、
　移動交換局を含む回線交換コアネットワーク（１１）と、
　前記モビリティ管理エンティティ（１５）と前記移動交換局（２２）との間のＧｓ系イ
ンタフェース（２６）と、
　を含み、
　前記Ｇｓインタフェース（２６）の識別に応じて、前記ＵＥ（１２）を前記複数の回線
交換型セル（１４）のうちの少なくとも１つにハンドオーバさせるように構成される前記
ＥＰＣ（１８）により特徴付けられる、請求項２５に記載のネットワーク。
【請求項２７】
　前記Ｇｓ系インタフェース（２６）を通じて、前記モビリティ管理エンティティ（１５
）によって前記移動交換局（２２）から呼び出し要求（５１）を受信する、請求項２６に
記載のネットワーク。
【請求項２８】
　前記ＥＰＳは、前記移動交換局（２２）からの前記呼び出し要求の受信に応じて、前記
ハンドオーバを行なう、請求項２７に記載のネットワーク。
【請求項２９】
　前記ＥＰＣ（１８）は、前記Ｇｓ系インタフェース（２６）を通じて回線交換位置更新
の手続きを行なうように構成される、請求項２６に記載のネットワーク。
【請求項３０】
　前記ＥＰＣ（１８）は、前記複数の回線交換セル（１４）のロケーションエリアへと、
前記ＥＰＳのトラッキングエリアをマッピングするように構成される、請求項２５に記載
のネットワーク。
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【請求項３１】
　１つ以上のパケットサービスが行われるが進行中の音声サービスは無い発展型ユニバー
サル移動通信システム地上波無線アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セル（１６）に
おいて動作するユーザ機器（ＵＥ）（１２）のために、発展型パケットコア（１８）が音
声サービスを確立する方法であって、
　前記ＵＥ（１２）についての音声サービス要求を識別する工程を含み、
　ハンドオーバ手続きの間に前記ユーザ機器（１２）が回線交換型セル（１４）に到達し
た後に前記回線交換型セル（１４）の回線交換ドメインにおいて前記音声サービスが確立
されうるように、前記ｅＵＴＲＡＮセル（１６）から前記回線交換型セル（１４）への前
記ＵＥ（１２）のハンドオーバを行なう工程により特徴付けられる、方法。
【請求項３２】
　前記回線交換型セルを示す測定報告を受信する工程をさらに含み、前記方法はさらに、
前記測定報告において示される前記回線交換型セルへのハンドオーバを行なう工程により
特徴付けられる、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記音声サービス要求を識別する工程は、呼び出し要求（５１）を受信する工程と、ユ
ーザ機器（１２）へと前記呼び出し要求（５１）を転送する工程と、を含む、請求項３１
に記載の方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチメディアネットワークに関する。特に、また限定を目的とせずに、本
発明は、マルチメディア・モバイルネットワークにおいて音声サービスを提供するシステ
ムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅ
ｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）地上波無線アクセスネットワーク（
Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）（ＵＴＲＡＮ）
は、マルチメディアサービスの無線による提供のための第３世代の（３Ｇ）技術である。
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）お
よび発展型パケットコア（ＥＰＣ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）としても
知られる、発展型ＵＴＲＡＮ（ｅＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡＮ）の発展によ
って、例えばＩＭＳのためのマルチメディア電話サービス（ＭＴＳＩ：Ｍｕｌｔｉｍｅｄ
ｉａ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ｆｏｒ　ＩＭＳ）により提供される電話サ
ービスが、従来の回線交換（ＣＳ：ｃｉｒｃｕｉｔ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ）システムからパ
ケット交換（ＰＳ：ｐａｃｋｅｔ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ）システムへと移行されることが必
要となる。これにより、インターネットプロトコル（ＩＰ：Iｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｓｕｂｓｙｓ
ｔｅｍ）が、ｅＵＴＲＡＮおよびＥＰＣよりも早く、広く展開される必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ｅＵＴＲＡＮおよびＥＰＣの導入の際に音声サービスをサポートするための、ＣＳコア
ネットワークの基盤の再利用を可能にするアーキテクチャを提供することは有利であろう
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】



(6) JP 5260642 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

　１つの観点において、本発明は、ユーザ機器のための音声サービス要求を識別し、Ｇｓ
系インタフェースのサポートを認識し、かつ、音声サービス要求に応じて、およびＧｓ系
インタフェースのサポートの認識に応じて、ユーザ機器を回線交換型セルへとハンドオー
バさせるように構成されたモビリティ管理エンティティに関する。
【０００５】
　他の観点において、本発明は、パケット交換型セルから回線交換型セルへのハンドオー
バを受信し、ハンドオーバ手続きの完了時に回線交換型セルとの回線交換型呼確立（ｃａ
ｌｌ　ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）の手続きを行なうように構成された移動通信装置に
関する。
【０００６】
　さらに別の観点において、本発明は、ユーザ機器に関するハンドオーバ命令を承認し、
ユーザ機器についての測定報告を獲得し、かつ、ユーザ機器を測定報告において示される
回線交換型セルへとハンドオーバさせるように構成されたｅＮｏｄｅＢに関する。ハンド
オーバ命令は、ユーザ機器による音声サービス要求に応じて承認される。
【０００７】
　さらに別の観点において、本発明は、ユーザ機器が音声サービスを確立する方法に関す
る。本方法は、パケット交換型セルから回線交換型セルへのハンドオーバのためのハンド
オーバ命令を受信する工程と、ハンドオーバ手続きの完了時に回線交換型セルとの回線交
換型呼確立の手続きを行なう工程を含む。
【０００８】
　さらに別の観点において、本発明は、発展型ユニバーサル移動通信システム地上波無線
アクセスネットワーク（ｅＵＴＲＡＮ）セルのパケット交換ドメインにおいて動作するユ
ーザ機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対して音声サービスを提供する方法
に関する。本方法は、音声サービス要求を発生させる工程と、回線交換型セルを決定する
工程と、上記発生工程と上記決定工程に基づいて、回線交換ドメインにおいてＵＥと回線
交換型セルとの間の音声サービスを確立する工程と、を含む。
【０００９】
　さらに別の観点において、本発明は、複数の回線交換型セルと、発展型パケットシステ
ム（ＥＰＳ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）と、を含むネットワークに
関する。ＥＰＳは、複数の発展型ＵＴＲＡＮセル（ｅＵＴＲＡＮ）と、少なくとも１つの
発展型パケットコア（ＥＰＣ）と、を含む。ＥＰＣは、音声サービス要求に応じて、少な
くとも１つのｅＵＴＲＡＮセルで動作するユーザ機器（ＵＥ）を、少なくとも１つの回線
交換型セルへとハンドオーバさせるように構成されている。
【００１０】
　さらに別の観点において、本発明は、音声サービス要求を識別する工程と、パケット交
換型セルから回線交換型セルへのハンドオーバを行なう工程とを含む、発展型パケットコ
アが音声サービスを確立するための方法に関する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　以下のセクションでは、図面に示される例示的な実施形態を参照しながら、本発明を記
載することにする。
【図１】本発明の一実施形態において使用されるネットワークの図である。
【図２】ｅＵＴＲＡＮセルからのパケット交換ハンドオーバを提供する方法のフローチャ
ートである。
【図３】図１のネットワークのインタフェースを示す。
【図４】ＵＥのネットワーク登録の手続きを示す。
【図５】音声呼の着信を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１に、ネットワーク１０の概要が示されている。ＣＳコアネットワーク（ＣＮ）１１
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は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ：Ｍｅｄｉａ　Ｇａｔｅｗａｙ）２１と、移動交換局
（ＭＳＣ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）２２と、を含む。ホーム
ロケーションレジスタ（ＨＬＲ：Ｈｏｍｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）など
のような、ＣＳドメインの他の形態も存在すると想定されているが、明確さのために省略
される。ＣＳコアネットワーク１１は、２Ｇ／３Ｇ無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：
Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）セルを通じて、例えばＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ
／Ｅｄｇｅ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）またはＵＴＲＡＮ１４を通じ
て、公共交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅ
ｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）２３からユーザ機器（ＵＥ）１２への音声サービスを提供
する。ネットワーク１０は、１つ以上のｅＵＴＲＡＮセルを介して、音声を含むＰＳサー
ビスを提供するｅＵＴＲＡＮ１６を含む発展型パケットシステム（ＥＰＳ）も含む。ＰＳ
サービスは、サービス提供用ゲートウェイ１９と、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）１５と、を含む発展型パケ
ットコア（ＥＰＣ）ネットワーク１８を介して、パケットデータネットワーク１７から提
供される。ＭＭＥ１５は、アイドルモードのＵＥのロケーション追跡、および、ｅＵＴＲ
ＡＮ規格に従った呼び出し手続き（ｐａｇｉｎｇ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を含む、制御の
側面を提供する。
【００１３】
　図１のネットワーク１０では、音声サービスは、ｅＵＴＲＡＮセル介してＰＳドメイン
内のＵＥ１２に対して、または、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルを介してＣＳドメイン内の
ユーザに対して提供されうる。なぜならば、これらセルにより提供されるカバレージエリ
アは重なり合う程度が非常に高いことが予想されるからである。本例では、移動局（ＭＳ
：ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）とも称されるＵＥ１２は（ＬＴＥセルとしても公知の
）ｅＵＴＲＡＮ１６により制御されるｅＵＴＲＡＮセル内で動作していると見なされ、上
記ｅＵＴＲＡＮセルは、音声要素を含まない１つ以上のアクティブなパケットサービスが
行われる、すなわち、ｅＵＴＲＡＮセル内で進行中の音声サービスが存在しない。音声サ
ービスが必要な場合には、音声サービスは、現在のｅＵＴＲＡＮセルにおいて、ＶｏＩＰ
サービスとしてＰＳドメイン内で確立されるであろう。しかし、初期のＬＴＥ導入時にＩ
ＭＳサービスが存在しないということからｅＵＴＲＡＮサービスの普及が段階的に行われ
る場合には、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮカバレージエリアと重なるｅＵＴＲＡＮカバレージ
エリアが存在する可能性がある。これら重なり合うエリアでは、ＵＥ１２がｅＵＴＲＡＮ
カバレージの境界に近づく場合に、ＩＭＳサービス展開に関連するドメイン転送機能（Ｄ
ＴＦ：ｄｏｍａｉｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）がないために、ｅＵＴＲＡ
Ｎセル内で開始された音声サービスの継続が可能ではないこともある。そのようなものと
して、ＩＭＳがサポートされていない場合にｅＵＴＲＡＮセル内で音声呼を確立させよう
とすると、結果的に、ＵＥがＬＴＥカバレージエリアを離れようとすればこれらの通話が
途絶えてしまうことになるであろう。代わりに、音声サービスが望まれている時点におい
て、ｅＵＴＲＡＮカバレージが未だに利用可能であるけれども、ＵＥ１２がｅＵＴＲＡＮ
セルを離れ、ＵＥが２Ｇ（ＧＥＲＡＮ）または３Ｇ（ＵＴＲＡＮ）セルの重なり合うカバ
レージエリアを利用しようとする場合には、音声サービスは、ｅＵＴＲＡＮセル内で確立
された場合なら起こりうるように早々と途絶えることが懸念されることなく、２Ｇ／３Ｇ
セルを用いたＣＳドメインにおいて確立されうる。なぜならば、２Ｇ／３Ｇセルのカバレ
ージは、どこからでもアクセス出来る（ｕｂｉｑｕｉｔｏｕｓ）ものと見なされるからで
ある。従って、１の実施形態において、ＵＥ１２がＬＴＥカバレージ内に存在する間に音
声サービスを確立するという要求により、ｅＵＴＲＡＮセルから、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡ
ＮセルへのＵＥ１２のハンドオーバが開始され、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルでは、望ま
れる音声サービスがＣＳドメインにおいて確立される。
【００１４】
　ここで、図１、および図２のフローチャート１００を参照しながら、ｅＵＴＲＡＮセル
のパケット交換ドメインにおいて動作するＵＥに対して音声サービスを提供する方法につ
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いて記載することにする。ステップ１０１において、音声サービスを確立するための要求
が識別される。その後、音声サービスをサポートしうるＣＳセルが決定される（ステップ
１０２）。１の実施形態において、音声サービス要求は、モバイル着信（ＭＴ：ｍｏｂｉ
ｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ）音声呼であってもよく、上記モバイル着信（ＭＴ）音声呼
び出しでは、ＭＳＣはＭＭＥへと音声呼呼び出しを送信することになる。ＭＭＥは、呼び
出しをｅＮｏｄｅＢへと転送し、ｅＮｏｄｅＢはその後、ＭＴ　ＣＳドメイン音声サービ
スが必要であることを示す制御プレーンメッセージを、ＵＥに直接的に送信してもよい。
この場合に、ＭＭＥがｅＮｏｄｅＢへと送信する呼び出しは、ＣＳドメインでの音声呼の
確立が求められていることを示す。代替的に、ｅＮｏｄｅＢは、（すなわち、最初に、Ｍ
Ｔ　ＣＳドメイン音声サービスが確立される必要があるという標識の無い呼び出しをＵＥ
に送信し、ＵＥから呼び出し応答を受信し、呼び出し応答をＭＭＥへと転送し、ＣＳドメ
インでのＭＴ音声サービスの確立のためにＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのハンドオーバ
が行なわれるべきであるということを示すシグナリングメッセージをＭＭＥから受信した
後に）、ＵＥにこの制御プレーンメッセージを間接的に送信してもよい。ｅＵＴＲＡＮセ
ル内で動作するＵＥ１２がこのような制御プレーンメッセージを受信すると、ＵＥ１２は
、そこへのＰＳハンドオーバが望ましい特定のＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルを示す測定報
告を作成する。測定報告は、最も望ましいＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル、第２に望ましい
ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル等の標識と共に、そこへのハンドオーバが容認されうる複数
のＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルも示しうる。
【００１５】
　１の実施形態において、音声サービス要求は、モバイル発信（ＭＯ：ｍｏｂｉｌｅ　o
ｒｉｇｉｎａｔｅｄ）音声呼であってもよく、その場合には、ｅＮｏｄｅＢは、ＧＥＲＡ
Ｎ／ＵＴＲＡＮセルへのハンドオーバが望ましいことを示す測定報告をＵＥがｅＮｏｄｅ
Ｂに自動的に送信することにより、ＣＳドメイン内でのＭＯ音声サービスの確立要求を直
接的に受信する。代替的に、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥがＭＭＥに音声サービス要求を送信す
る場合に、ＣＳドメインでのＭＯ音声サービスの確立要求を間接的に受信してもよく、Ｍ
ＭＥは、その後、ＣＳドメインでのＭＯ音声サービスの確立のためにＧＥＲＡＮ／ＵＴＲ
ＡＮセルへのハンドオーバが行なわれるべきであることを示すシグナリングメッセージを
ｅＮｏｄｅＢに送信することによって、応答する。この間接的な場合には、ｅＮｏｄｅＢ
がＣＳドメインでのＭＯ音声サービスの確立要求が受信すると、ｅＮｏｄｅＢはＵＥに、
ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルのみを示す測定報告を送ることをＵＥに要求するシグナリン
グメッセージを送信する。直接的な場合と間接的な場合の双方のために、そこへのハンド
オーバが望ましい特定のＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル、または、そこへのハンドオーバが
容認されうる複数のＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルを示す測定報告が、最も望ましいＧＥＲ
ＡＮ／ＵＴＲＡＮセル、第２に望ましいＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル等の標識と共に、Ｕ
Ｅによって送信される。直接的な場合については、システムブロードキャスト情報が、Ｇ
ＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルのみを含む任意の測定報告の送信によりＣＳドメイン音声サー
ビス要求をＵＥが発生させうることをＵＥに報知するために必要である。
【００１６】
　ＰＳハンドオーバが開始されると（すなわち、ＬＴＥセル内で進行中の非音声サービス
には、ハンドオーバのために選択された２Ｇ／３Ｇセル内で利用する無線リソースが割り
当てられている）、ＵＥ１２は、（ＭＴ音声呼については）ＰＳハンドオーバ命令を受信
し、ｅＵＴＲＡＮセルを離れ、目標ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルに到達し、ＭＳＣへと呼
び出し応答を送信する、またはそうでなければ、（ＭＯの場合については）ＣＳドメイン
リソースが割り当てられる必要があることをシグナリングする。その後、ＣＳドメイン音
声サービスが、ステップ１０３において、ＭＴ／ＭＯ呼設定のレガシーの（ｌｅｇａｃｙ
）手続きのように、ＵＥ１２と、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ１４と、ＣＳ　ＣＮ１１と、の
間で確立される。
【００１７】
ＵＥ１２およびＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ１４の双方が、二重転送モードをサポートしない
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場合に、音声サービスがＣＳドメイン内で一度確立されると、ＰＳリソースは無くなる。
ＵＥとＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ１４の双方が二重転送モードをサポートする場合には、Ｐ
Ｓリソースは、ＣＳドメイン音声サービスのために必要なリソースと並行して保持される
。ＵＴＲＡＮセルへのＰＳハンドオーバの場合は、二重転送モードがサポートされるＧＥ
ＲＡＮセルへのＰＳハンドオーバの論理的な均等物として見なされうる。なぜならば、Ｕ
ＴＲＡＮは本質的に、ＰＳドメインサービスおよびＣＳドメインサービスが並行して機能
することを可能にするからである。
【００１８】
　いずれの場合にせよ（二重転送モードがサポートされている場合、またはサポートされ
ていない場合）、（すなわち、音声サービスのために必要なＣＳドメインリソースを割り
当てるために）ｅＵＴＲＡＮセルからのＰＳハンドオーバに続く、後続のセル内ハンドオ
ーバを行なう必要はない。なぜならば、ＣＳドメインリソースは、レガシーのＭＴおよび
ＭＯ音声サービス確立の手続きの一部として、目標ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセル内で割り
当てられるからである。二重送信モードがサポートされていない場合には、ｅＵＴＲＡＮ
からＧＥＲＡＮへのハンドオーバ手続きの一部として目標ＧＥＲＡＮにより割り当てられ
るＰＳリソースが、ＣＳサービスが確立されその後明示的または黙示的に解除されるまで
保持される。
【００１９】
　ＵＥ１２およびＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ１４の双方が二重送信モードをサポートしない
場合、または、ｅＵＴＲＡＮセル内の一連のアクティブなＰＳサービスが、セル変更のた
めのＰＳハンドオーバが厳密に必要となる程度までに遅延を重視しない場合には、ＵＥ１
２またはｅＵＴＲＡＮ１６は、ＣＳドメイン内での望まれる音声サービスの確立の遅延を
最小限にするために、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＰＳハンドオーバを未だに開始す
ることが可能であろう。
【００２０】
　ネットワークインタフェースを示すブロック図が図３に示されている。ユーザ機器１２
は、Ａ／ｌｕインタフェース２８を通じてＣＳコアネットワーク１１と通信するＧＥＲＡ
Ｎ／ＵＴＲＡＮ１４を通じた、回線交換型のアクセスを行なう。ＵＥ１２はまた、ｅＵＴ
ＲＡＮ１６のｅＮｏｄｅＢ３３と通信する。ｅＵＴＲＡＮ１６は、３ＧＰＰとして公知の
、Ｓ１インタフェース２９を通じて、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１８と接続する。
【００２１】
　典型的な回線交換汎用パケット無線アクセスサービス（ＧＰＲＳ：Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｐ
ａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）ネットワークでは、ＰＳドメインのモビリ
ティ管理が、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ：Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ
　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）により行なわれ、ＣＳドメイン位置更新情報をＭＳＣへと
提供するために、ＳＧＳＮとＭＳＣとの間にＧｓインタフェースが備えられる。ＥＰＳネ
ットワークでは、モビリティ管理が、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１８のモビリティ管
理エンティティ（ＭＭＥ）１５によって行なわれる。従って、ＭＳＣサーバ２２において
ＣＳドメインのモビリティ管理機能を保持するために、ＥＰＣ１８のＭＭＥ１５と、ＣＳ
コアネットワーク１１のＭＳＣサーバ２２との間に、Ｇｓ系インタフェース（“Ｇｓ‐ｌ
ｉｋｅ”　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）２６が備えられる。Ｇｓ系インタフェース２６は、ＣＳ
呼び出しメッセージがＭＳＣサーバ２２からＭＭＥ１５へと送信されうるように、（通常
では、ＰＳハンドオーバ手続きの間にＧＥＲＡＮセル内で開始される）ＣＳドメインの位
置更新の手続きのために利用可能である。
【００２２】
　Ｇｓ系インタフェースの存在は、ＭＴ音声サービス要求とＭＯ音声サービス要求の双方
の想定について、ＭＭＥがいつＣＳコアネットワークへのＰＳハンドオーバを行なうかに
ついて決定するためのトリガとして利用されうる。直接的なＭＯ音声サービス要求の場合
については、Ｇｓ系インタフェースの存在により、ＭＭＥは、ＵＥがＧＥＲＡＮ／ＵＴＲ
ＡＮセルのみを含む任意の測定報告の送信によりＣＳドメイン音声サービス要求を発生さ
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せうることをＵＥに報知するシステムブロードキャスト情報を送信する。間接的なＭＯ音
声サービス要求の場合については、ＭＭＥは、（すなわち、パケット交換ドメインにおい
て呼確立の手続きを行なう代わりに）ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＩｎｔｅｒ－ＲＡ
Ｔ　ＰＳハンドオーバを命令することによって、（ｅＮｏｄｅＢを介して）ＵＥから受信
された音声サービス要求に対して応答する。直接的なＭＴ音声サービス要求の場合につい
て、ＭＭＥは、（すなわち、パケット交換ドメインにおいて呼確立の手続きを行なう代わ
りに）ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ＰＳハンドオーバを実行す
べきであることを示す呼び出しをｅＮｏｄｅＢに送信することが可能であり、その場合に
は、ｅＮｏｄｅＢは、呼び出しとして、および測定情報要求としての役割を果たすシグナ
リングメッセージをＵＥに送信する。このシグナリングメッセージに対する応答を受信す
ると、ｅＮｏｄｅＢは、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ＰＳハン
ドオーバを実行することをＵＥに命令するために、提供された測定履歴を利用する。間接
的なＭＴ音声サービスの要求の場合については、ＭＭＥは、自身がｅＮｏｄｅＢに送信す
る呼び出しがＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ＰＳハンドオーバを
実行すべきであることを示さない汎用の呼び出し手続きを用いて（すなわち、ＭＭＥは実
際にｅＵＴＲＡＮセル内でＵＥが利用可能であるかを検証する必要がある）、ＵＥの呼び
出しを開始する。呼び出しの試みに応じて（ｅＮｏｄｅＢを介して）ＵＥからのサービス
要求が受信され、ＵＥがＭＳＣへのＧｓ系インタフェースをサポートすることが分かると
、ＭＭＥは、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへのＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ＰＳハンドオーバが
必要であることを再び認識し、従って、このＵＥのためにＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮセルへ
のＩｎｔｅｒ－ＲＡＴ　ＰＳ　ＨＯを実行することをｅＮｏｄｅＢに命令することによっ
て、サービス要求に応答することが可能である。
【００２３】
　直接的な場合に関する他の実施形態において、ＵＥからの呼び出し応答を獲得すると（
すなわち、ＵＥが特定のＥ－ＵＴＲＡＮセル内に存在することを確認すると）、ｅＮｏｄ
ｅＢは、ＰＳハンドオーバの手続きを開始する権限を有し、その結果、ＵＥにＰＳハンド
オーバ命令を送信する。このことは、ＭＭＥが、Ｇｓ系インタフェースの存在についての
自身の知識を効果的に伝えるために、自身がｅＮｏｄｅＢに送信する呼び出しを利用する
場合に可能である。
【００２４】
　３ＧＰＰ　ＣＳドメイン内では、ロケーションエリア（ＬＡ）とサービスエリア（ＳＡ
）の双方は、様々な目的のための、例えば、地理的エリアに基づいてＣＳサービス「制御
」（‘ｃｏｎｔｒｏｌ’）をサポートするための基本的な構想である。ロケーションエリ
アおよびサービスエリアの構想は、ＥＰＣによって、および／または、ＬＴＥトラッキン
グエリアと２Ｇ／３Ｇセル構造（すなわち、ＬＡとＳＡ）との間のマッピングによって、
本質的にサポートされうる。
【００２５】
　先に述べたように、ＥＳＰモビリティ管理は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）
１５を通じて提供される。図４に、モビリティ管理の一例が、ＵＥのネットワーク登録の
特別な例によって示されている。ＵＥは、ＣＳ音声サービスを確立するために必要な識別
子を備えている。ＵＥは、ｅＮｏｄｅＢに登録要求を送信し、よってＵＥはＭＭＥ登録の
前に認証される。ＬＴＥカバレージ内で動作する間に（すなわち、音声サービスを確立す
る必要性がない間に）、ＣＳ位置更新が、ＭＭＥ１５によって、ＭＳＣサーバ２２に対し
て、ＬＴＥトラッキングエリア（ＴＡ）からロケーションエリア（ＬＡ）へのマッピング
を使用して開始されうる。ＣＳ接続は組み入れられていてもよく、かつ、ＣＳ位置更新の
手続きは、（ブロードキャストにおいて見えるＬＡ構造に存在する）ＵＥによって、また
は、（ＬＴＥ／ＳＡＥのＴＡ構造からのマッピングに基づいて）ＭＭＥによって開始可能
であることに注意されたい。基本ＩＰベアラが一度確立されると、識別子（例えばＬＡ）
がＵＥに送信されうる。ＵＥが他のＬＴＥカバレージエリアにローミングする場合に、同
じ構想を利用することが可能である。すなわち、ＬＴＥ　ＴＡ更新の手続きは、ＣＳ位置
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【００２６】
　ＣＳ音声サービスを開始し発信する前に、ＵＥはＰＳハンドオーバを利用して２Ｇ／３
Ｇセルへと移動されられる。２Ｇ／３Ｇセルに到達した後、全ての後続の呼確立シグナリ
ングは、２Ｇ／３Ｇ発信呼と同じであり、ｅＵＴＲＡＮおよびＥＰＣは含まれない。
【００２７】
　ｅＵＴＲＡＮがアクティブな場合の着信呼の処理が、図５に示されている。国際移動加
入者識別子（ＩＭＳＩ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を含む呼び出し要求５１が、ＭＳＣサーバ２２で発生し、ＭＭ
Ｅ１５に送信される。ＭＭＥ１５は、Ｓ１インタフェースを介してｅＮｏｄｅＢ３３へと
呼び出し要求を送信し、無線リソース制御（ＲＲＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）接続が、ＵＥ１２に呼び出し通知を与えるために利用可能である。ＵＥ１
２で呼び出し通知が受信されると、ＵＥは、ｅＮｏｄｅＢ３３に対して測定報告情報を送
信してもよい。これにより、ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥ１２に対して、この測定報告情報を用
いてＰＳハンドオーバ命令の送信する（すなわち、ＭＴ　ＣＳドメイン音声サービス確立
の直接的な場合）。ＵＥは、呼確立シグナリングの前に(ＰＳハンドオーバを利用して)２
Ｇ／３Ｇセルへと移動させられる。２Ｇ／３Ｇセルに到達した後、全ての後続の呼確立シ
グナリングは、レガシーのモード動作のために利用されるものと同じであり、ＵＥが例え
ばＮｏｄｅＢ５２および無線ネットワークコントローラ５３を利用して２Ｇ／３Ｇセルに
よりサービスを提供される場合に、２Ｇ／３Ｇ着信呼が開始される。
【００２８】
　当業者には明らかであるように、ここで記載される実施形態は、既存の２Ｇ／３Ｇの仕
組みを活用している。しかし、２Ｇ／３ＧＲＡＮに対する影響はなく、かつ２Ｇ／３Ｇコ
アネットワークに与える影響のレベルは深刻ではないので、新しいプロトコルは必要では
ない。
【００２９】
　本明細書で記載される実施形態は、ｅＵＴＲＡＮを展開する際に事業者にＭＴＳＩに移
行する時間を少し与える、ＣＳ音声サービスを提供するためのコスト効果のあるギャップ
フィラー（“ｇａｐ　ｆｉｌｌｅｒ”）として理解されうる。
【００３０】
　本明細書で使用される語および記述子は、発展型パケットシステムおよびロングターム
エボリューションのための３ＧＰＰ規格において利用される標準技術に従っている。革新
的な構想の部分ではない特徴、インタフェースおよび性能の記述は、明確さのために省略
される。
【００３１】
　当業者には分かるように、本願で記載される革新的な構想は、本願の広い範囲に渡って
修正可能であり、かつ変更可能である。従って、特許される発明の主題の範囲は、先に検
討したいずれの特定の例示的な教示にも限定されるものではなく、代わりに、以下の請求
項によって定義される。
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